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背景・目的

背景：背景

■モノづくり産業におけるグローバル化、特にアジア地域における巨大市
場化と生産グローバル化が大きく進展している。

■半導体、家電、太陽電池など我が国の得意とする多くの分野で韓国や
中国メーカーの躍進が顕著であり、我が国モノづくり産業の競争力が
減退している。

■特に、日本の強みであるハード技術(環境技術含む)の優位性を十分活
かし おらず 研究開発投資を回収 き いない とに問題があるかしておらず、研究開発投資を回収できていないことに問題がある。

目的：
日本の強みであるものづくり技術の優位性を十分活かし、アジアにおける競争力獲

得・維持しつつ、我が国製造業の持続的な発展のための日本型戦略的技術マネジメ

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

ントの方向を提案する
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参加メンバ

学術会員 (方法論調査・提言）学術会員 (方法論調査 提言）

慶應義塾大学 中野 冠（リーダー）

法政大学 木村文彦

産業技術総合研究所 手塚 明

企業メンバ (課題調査・提言)

(株)日立製作所 斉藤 昭男

清水建設(株) 山﨑 雄介

(株)東芝 中 和(株)東芝 中川 和明

トヨタ自動車(株) 川瀬 昌男

富士通(株) 松下 直久富士通(株) 松下 直久

(株)IHI 笠 俊司

三菱電機(株) 高田 志郎

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

三菱電機(株) 高田 志郎
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研究ステップ

2010年度2010年度

① 検討対象業種の選別

② 我が国ものづくりの問題調査② 我が国ものづくりの問題調査

③ 問題と対策の仮説生成

2011年度2011年度

④ 仮説検証

⑤ 対策提言

2012年度～2014年度

⑥ 対策技術開発
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検討対象業種の分類

①グローバル製品分野（自動車・家電・半導体・工作機械など）① 製 機
・海外販売の割合が大きい
・製品のボリュームゾーンでビジネスをしている
・日本経済に占める割合が大きい日本経済に占める割合が大きい
・韓国や中国に追い上げられている

②大規模プロジェクト分野（プラント、ゼネコンなど）
・環境都市など外国政府による調達
・グローバルで経験豊富な人材を必要とする
・我が国は要素技術は高くても、システム技術は弱い我が国は要素技術は高くても、システム技術は弱い
・欧米やシンガポールなどに比べて劣勢の事例が目立つ

③先端要素技術分野（精密機械・先端材料（医療用機器、宇宙部品など））
・高度技術を有する中小企業も多く存在する
・親会社の海外進出で取り残されるサプライヤーの製品セグメント転換
・円高の影響は比較的少ない

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

高 影響 較
・我が国の売り上げは伸びていない
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グローバル製品分野グロ バル製品分野

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 7



我が国の状況（1）
世界の半導体産業の動向世界の半導体産業の動向

DRAM出荷額（ドル）国別シ アの推移DRAM出荷額（ドル）国別シェアの推移

半導体については、かつては世界シェアの多くを我が国が保持していたが、いわゆるモジュール化等により、製造
プロセスの比較優位が消滅したこと等により 1990年代後半から急速に凋落（ちょうらく）し 韓国 米国に大きく差

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

資料：科学技術政策研究所「イノベーションの測定に向けた基礎的研究」

プロセスの比較優位が消滅したこと等により、1990年代後半から急速に凋落（ちょうらく）し、韓国、米国に大きく差
をつけられている状況にある
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我が国の状況（2）
グロ バルなグリ ン化競争
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慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

Bpソーラーグループ シェルグループ（シェルソーラー）

その他 出所：日本経済新聞出版社
日経 市場占有率2002年版～2009年版 9



グローバル製品分野の問題構造

為替環境悪化
（1980→2009でUSD/JPY: 2.4倍、USD/CNY: 0.22倍、USD/KRW: 0.48倍）

海外進出したが利益小さい海外進出したが利益小さい
（高コスト体質、技術流出、資金還流不足）

生産人口の減少

我が国競争力減退
（日本：1990年から減少、

韓国：2015年から減少、

欧米は定常状態）

新興国市場拡大で勝てるビジネス

モデルと技術が変化 （低コスト化技術で後れ）モデルと技術が変化 （低コスト化技術で後れ）

高品質ビジネスモデル競争

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

高品質 ジネ デル競争
（日本：設計・製造の高度摺合せ、欧米：技術・設計重視、韓国：マーケティング重視）
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為替環境変化
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慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

韓国対ドルPPPレート出所：通商白書2010
IMF「World Economic Outlook」「International Financial Statistics」
から作成

出所：OECD. Stat Extracts から作成
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グローバル製品分野の方策（1）
－円高対策－円高対策

新興国向け製造技術の確立新興国向け製造技術の確立

・日本生産技術をそのまま海外に移転するのではなく、新興国に対応し

たマーケティング技術と低コスト製造技術を開発

・産官学共同研究ネットワーク構築

円高の利用円高の利用

円高を利用したビジネスへの転換（エンジニアリングビジネスなど）

・現地企業の買収→BPR(退職者活用もあり）

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 12



グローバル製品分野の方策（2）
海外利益の資金回収海外利益の資金回収

• 第3国利用などの財務戦略、持ち株会社化などの企業戦略、ロイヤリティ

• 政府主導による相手国との協議、為替、金融政策

日本は加工貿易による利益よりも現地生産
による所得収支が上回るようになっている。
少 高齢 生産 が減る 本 適する少子高齢化で生産人口が減る日本に適する
方向。

通商白書2010 htt // ti j / t/t h k 2010/2010h b /i d ht l

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 13

通商白書2010  http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2010/2010honbun_p/index.html



日本は内需国だが今後市場が縮小

各国の輸出依存度の推移 通商白書2010

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 14



日本は断トツ高齢化

本 年

韓国：2015年
ピーク日本：1990年

ピーク

ピ ク

中国：2050年中国：2050年
63%

日本：2050年
52%

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

通商白書2010  http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2010/2010honbun_p/index.html
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一人当たりＧＤＰの凋落

我が国の一人当たり名目GDPの順位
通商白書2010通商白書2010

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 16



環境都市ビジネスにおける各国比較

シンガポール 欧州 米国 日本

コンセプト
↓

・華僑ネットワーク
のもと開発段階か
らの参画

・政府によるトップ
セールス

・政府と企業の回転
ドアの存在

事業の構想
↓

・政府系企業を設
立し、海外事業へ
の参加

・コンセプトや事業
計画策定に専門コ
ンサルタント（シス

・ビジョン・コンセプト
の提示（システムデ
ザイン能力）

事業計画
↓

の参加

・自国を実験場に
実績を上げて事業

ンサルタント（シス
テムデザイン能力）

・欧州市場で培わ

ザイン能力）

・グローバル企業の
強みを生かした商品

プ グ

設計・建設
↓

計画までを受注 れた差別化能力と
豊富なインフラ管
理の実績

ラインナップ、グロー
バル調達

・海外プロジェクトの
・優れた技術をもと
にした国内の先進

運営
・海外プロジェクト
のリスク管理

海外プロジェクトの
リスク管理

にした国内の先進
設備納入

参考：石田直美 環境都市プロジェクトへの参入戦略と課題 （社）エネルギー・資源学会平

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

参考：石田直美， 環境都市プロジェクトへの参入戦略と課題、（社）エネルギー・資源学会平
成22年度エネルギー特別講座、 「海外で進む環境都市建設の動向」前刷り、pp.49，2010
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大規模複雑プロジェクトのマネジメント

■世界における環境都市プロジェクト■世界における環境都市プロジェクト

・中新天津生態城（中国）

マスダ ルシティ（ＵＡＥ）

ビジョン・ミッション

・マスダールシティ（ＵＡＥ）

・デリームンバイスマート

ミ テ （インド）

戦略

ポ トフォリオコミュニティ（インド）

欧米 先行

ポートフォリオ
（リスク管理）

プログラム■欧米の先行
・ＧＥ（米）：エネルギー、発電、

鉄道 水

プログラム

プロジ クト プロジ クト プロジ クト鉄道、ファイナンス、水

・Siemens（独）：製造、エネルギー

・Arup（英）：建築・土木設計 コンサルティング

プロジェクト プロジェクト プロジェクト

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

・Arup（英）：建築・土木設計、コンサルティング
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先端要素技術分野
（医療 創薬用機器 航空宇宙機器部品など）（医療・創薬用機器、航空宇宙機器部品など）

世界の医療機器市場世界の医療機器市場
通商白書2010

我が国の医療機器生産
金額の推移(億円)
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慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

20042005200620072008出所：厚生労働省 薬事工業生産動態年報
出所：厚生労働省 薬事工業生産動態年報
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ハイテク産業の付加価値収益の国別世界シェア 平成20年版 科学技術白書

付加価値収益（value-added revenues）とは、総収益
（gross revenues）から国内・外国から購入した原材
料や投入物に係る費用を差し引いたもの

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

資料：NSF「Science and Engineering Indicators 2008」
Appendix table 6-8、6-9、6-10、6-11を基に文部科学省作成



先端要素技術分野の課題

背景

・円高の影響は比較的少ない産業

・我が国の売り上げは伸びていない 大企業
高度技術

中小企業
・高度技術を有する中小企業が多く存在する

・親会社の海外進出で取り残される

サプライヤー

高度技術
高度技術海外工場

進出で連携
弱体化

秘匿、棚上げ

課題の例

サプライヤ

・東日本大震災後の新産業育成 海外の大学・企業が
連携で技術流出

弱体化

中小企業の疲弊
課題の例

①精密機械、新材料産業における

中小企業の疲弊：技術流出、棚上げ
家庭 病院 病院

遠隔医療
(東日本大震災でさらに深刻化予想)

②遠隔医療：政策的・戦略的課題

③ ボ

家庭 病院

日本：高速通信機能に注力

病院
遠隔医療

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

③極限作業用ロボット
日本：高速通信機能に注力
インフラ整備政策、国際標準化で遅れる可能性大
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仮説と提言（1）

A グローバル化A. グロ バル化

背景：日本はすでに内需国。今後の人口減少、高齢化に対応するためには国際競争

力のある輸出型企業のさらなる強化が必要力のある輸出型企業のさらなる強化が必要

対策： ①国内空洞化防止のための企業減税（主要国並み）

②資金還流の方策（第3国経由など）②資金還流の方策（第3国経由など）

③新興市場に対応した低コスト、環境技術開発（アジア産官学研究開発ＮＷ）

④世界トップの要素技術分野へのさらなるシフト④世界トップの要素技術分野へのさらなるシフト

⑤ベンチャーへのリスク資金供給（高齢者から若者へ）

⑥中小企業を集約して国際競争力強化⑥中小企業を集約して国際競争力強化

⑦ビジネスモデル比較研究（新興国低コスト構造、韓国・シンガポール・北欧）

⑧技術流出の課題分析と対策（ＯＢの活用、Ｍ＆Ａなど）

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

⑧
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仮説と提言（2）

B．社会インフラプロジェクトのマネジメント力向上B．社会インフラプロジェクトのマネジメント力向上

背景：中国・中東などで環境都市などのエネルギー・環境インフラ市場が拡大。我が国

企業は欧米企業と比べてビジョン・コンセプト・リスク管理などの上流工程に弱みが企業は欧米企業と比 てビジョン コンセプト リスク管理などの上流工程に弱みが

あり、価格競争に陥っている。

対策： ①社会インフラプロジェクトマネジメント技術（欧米の調査研究）

②国内大規模スマートシティプロジェクトの可能性調査

C. 先端要素技術分野のビジネス強化

背景：要素技術はあっても、システムや国際ビジネスで他国に後れをとる例が散見。技

術はあっても販路を見つけ出せない中小企業。

対策： ①各国の技術戦略相違調査

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日

②我が国中小企業への海外アプローチ調査
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今後の予定

１．産業競争力懇談会（COCN）プロジェクト等の提案とし

てまとめる

２ ものづくり3分野について インタビュ ・アンケ ト・文２．ものづくり3分野について、インタビュー・アンケート・文

献などで追加調査を行い、分析を行う。

３．システム思考型の技術マネジメント方法論などに関わ

る研究開発企画を行うる研究開発企画を行う。

慶應義塾大学 中野 冠平成23年度アイデアファクトリー総会 平成23年6月9日 24



終了終了
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【分類1】グローバル製品分野

アジアにおける競争力獲得のための戦略的技術マネジメントまとめ

【分類 】グ ル製品分野

自動車・家電・建設など

業種

①円高により海外工場移転をした利益を日本に戻せていない

課題

自動車・家電・建設など ① 高 り海外 場移転を 利 を 本 戻 な
• 財務戦略、持ち株会社化などの企業戦略、ロイヤリティ
• 政府主導による為替、金融政策

②海外進出と国内産業空洞化のジレンマ

背景

②海外進出と国内産業空洞化のジレンマ
日本に残す機能と、海外移転させる機能の住み分け

• R&Dや設計機能を国内にどう残すのか。海外に移転するのか
• 技術流出、人材マネジメント、教育の問題

・モノづくり産業のグローバル化

・アジア地域の巨大市場化

日本の産業競争力低下
技術流出、人材 ネジメント、教育の問題

• 元来のすり合せ型から設計と製造を切り分けられるか
• 主要生産拠点の海外移転による国内の生産力低下（数の原理）

③新興国メ カ と 低価格 低機能製品の台頭

・日本の産業競争力低下

・国内産業空洞化

・円高などの為替
③新興国メーカーと、低価格・低機能製品の台頭

研究内容

円高な 為替

• アジアにおける我が国競争力の現状と課題について対象企業へヒアリング
• 韓国などの成功事例調査
• 知的財産戦略、環境製品・システムの標準化戦略、ポジティブなグリーン規制戦略、

シ ム製品 ビジネ ピ ド向上戦略など 対策検討
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• システム製品のビジネススピード向上戦略などの対策検討
• 我が国に適したシステム思考型の技術マネジメント方法論構築アプローチを検討



【分類2】大規模プロジェクト分野

アジアにおける競争力獲得のための戦略的技術マネジメントまとめ

【分類 】大規模プ ジ クト分野

都市開発 インフラ 重工業

業種

①大規模・複雑プロジェクトのマネジメント力不足

課題

都市開発、インフラ、重工業
エネルギー、エンジニアリング系など

①大規模・複雑プロジェクトのマネジメント力不足
• オールジャパン（企業連合）によるすり合せは強いが、

国内外の企業、業種を束ねることに弱い
• 英語の問題背景

②官民体制が整っていない
• 欧米のように、大規模複雑プロジェクトをマネジメント

する民間が育っていない

・プロジェクトの上流で、国内外を含
複数の企業、業種を束ねて臨機
応変に行うマネジメント

背景

• 韓国は一業種一社体制で国を挙げて行う。スピード感
• 中国の意思決定、実行の早さ

③国際連携ネットワーク

応変に行うマネジメント
・都市開発や宇宙開発、インフラなど

の一発モノを指す
・概して欧米が強く、日本が弱い

本 政府が 役割を担

研究内容

・日本では政府がこの役割を担って
きたため、民間が育っていない

④人材教育

• 欧米、シンガポール、韓国の事例調査
• 近年盛んな、エコシティプロジェクトに関する海外企業動向調査

関連企業 リ グ 商社 ゼネ

研究内容
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• 関連企業ヒアリング：商社、ゼネコン
• 我が国に適したシステム思考型の技術マネジメント方法論構築アプローチを検討


